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t控界の佳央において y各凶が今日ほど教育に大きな期待をかけている等代はないであろう。まさに教
育綬争 ，教育線発の時代である。先進国では今日の飛E援助な科学の発速に必ずる人間形成をど包ざし ，後
進国では民族の興隆をDぎして ，それぞれ教育への織烈な努力がなきれている。その巾心は，いかに子
どもの学力を高め，その能力を開発するかにあるようである。ところがまた ，今日の社会では ，青少年
の非行化が問題となり ，その健全合成が大さくとりあげられているため ，学校教育における生活指導や
冶徳教脊の問題が ，その前面におし出されているようにも見交けられる。 しかし， 学力と学習指導の問
題は ，学教教育にお付る中.1二占句な線E重であることには変わりはなく ，その進歩改善にたゆみない研究努
力が営まれている。むしろ ，この学力向上の能率化を性急に求めるあまり ，近視限的な指導技術がは;ま
をきかせているところに， 今日考えなければならない学習指導の問題があるよ うに思われるの
当教育研究所
を，昨長仔f喝佼皮昔をrもつて一応掠わつた@その成来は傍年度末にまとめ ，合計 15冊の研究紀要として刊行し
てきた。また，その最後の 3"l三間は ， 全国教博研究所0)学習指滋lこ関・ず る共同研究の幹事県と して番~JJlI
L，怪|諮 ・社会 ・r.r数数学・煙料の学轡指導研究シリーズ計 121mの原稿執委在にも尽力した。
ここで ， 過去 5 か年間の研究を脳みると，われわれは ， 学)J と学留指導の桜 4、;~考え ， 学空軍過程にお
付る子どもの思考や理解 ・認識などの深まる過穏とその指導のあり}jについて ，実際の皮業の嶋で害健在E
的に究明してきたのであるが ，その聞に次のようなことがわかゥてきたu 子どもたちを稿欄じみると ，
tω思考.i/iilfl，や忽解過程などには相当の個人差があり ，その個人差はペ ソーナ 1γィの内宮Ilに採〈椀ざ
しているものであって，単に知的なはたらさのみでなく，そこには情緒的おj ;_;¥葱欲的なaの影響が考
えられるこ と。したがって思考や烈商事を深めたり ，また技能の向上を図るためには，もっと児童窓生徒一
人 }人の内面に触れるきめの総かい指導が必嬰でおると考えた。
それで，今年度から当教育研究所で推進する第六次 5か年計画の「学)J向上のための学習指導改磐に
関する共同研究」では ，これまでの研究の上に"Sl.，て ，一人一人のrどものパ- ;/ナ IJテイの内面に自
をかけ ，思議雪の綴態をきらに傑究するとともに ，~管制や態度などについても究明し ， これに応じた学習
指導のより民.体的なものを求めて ，子どもの思考や理解をいっそう深め，技能の向上をいっそう図ろう
とする研究にはいおことにした。
今年度は ， その~-if'次の研択と して ， まだその絡についたばかりであるが ， これまでの研究をま と
めて， 中間報告をす ると止にした。
算数・数学科においては， 特に ，学主主成績の劣る子どもを研究の灼象にして .，思考の特徴をとらえる
ととによって，その忠三警の様態に即応した学習指導法を研究するととにした。
この紀聖書にま事録したものは ，中学校2年生.程度の図形の論語:を教材にして ，中学校3年生の数学の成
績の劣る子どもを研究対象として ，事例的に研究したものでSる。
なお，との研究は ，それぞれ研究協力校の絶大な協力のもとに行なったもので ，学校長をはじめ箆接
間接に協力していただいた教職員各位 ，ならびに生徒節子に弁して ，心から感謝の3蓄を表するしだいで
ある。
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